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学調査からの知見に基づいており、本研究の主題である図様の比較提示にとどまらず、色鮮やかな彩色
技法や精緻な截金技法を再現した力作である。高度な描画技術による２点の想定復元模写を申請者自ら
が制作したことは、本研究を秀逸な論文からさらに類稀な完成度にまで高めたと言える。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 今回の研究は、東京国立博物館所蔵「孔雀明王像」を非破壊検査により下描き線を抽出しその作品の
原図像を復元模写という形で再現し、図像が変更された根拠に言及する。創作と研究、科学を融合させ
ることにより東博本の位置づけを試みるという、これまでにない新しい分野の研究となった。 
 修士課程において、東博本の現状模写を行う中で、儀軌を忠実に反映していない色彩表現や賦彩後に
描き直された箇所等がある点を指摘した。 
 そこで博士課程において、それらは何らかの事情により図像に変更が加えられ、塗り直しや描き起こ
しがなされたのではないかという点に着目し研究を進めていった。 
 下描き線から復元した模写一幅と、東博本の光学的調査を参考にした想定復元模写とを比較検討する
ことにより制作過程における図像の変更箇所を視覚的に明示した。 
 そこでこの東博本が「大師様」ではなく「折衷様」であることに言及するに至ったことは二幅の模写
を完成させたことによってのみ得られた成果であり高く評価できる。 
 また今後、制作者の特定にも及ぶ可能性を含んでおり、大いに期待できる研究である。 
 
 
